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 目 的 ： 人 々 の つ な が り か ら 生 ま れ る 資 源 で あ る 『 ソ ー シ ャ ル ・
キ ャ ピ タ ル （ S C ）』 は 、 健 康 格 差 の 緩 和 に 有 用 で あ る 可 能 性 が 指 摘
さ れ て お り 、 こ れ ま で 個 人 単 位 の S C 指 標 で あ る 社 会 参 加 や 、 地 域
単 位 の 居 住 地 の S C が 高 齢 者 の 歯 の 残 存 に 寄 与 す る こ と が 示 唆 さ れ
て い る 。 し か し な が ら 、 こ れ ま で の 国 内 外 の 先 行 研 究 は 横 断 研 究
で あ り 、 因 果 関 係 を 議 論 で き る 研 究 デ ザ イ ン を 用 い た 研 究 は 存 在
し な い 。 そ こ で 、 本 研 究 で は 2 時 点 パ ネ ル デ ー タ を 用 い て 個 人 単
位 、地 域 単 位 の S C と 口 腔 の 健 康 状 態 の 因 果 関 係 に つ い て 検 討 し た 。 
 方 法 ： 本 研 究 は 日 本 老 年 学 的 評 価 研 究 J A G E S ( J a p a n  
G e r o n t o l o g i c a l  E v a l u a t i o n  s t u d y ) プ ロ ジ ェ ク ト に て 、 6 5 歳 以 上
で 要 介 護 認 定 を 受 け て い な い 者 を 対 象 に し た 2 0 1 0 年 度 と 2 0 1 3 年
度 の 2 時 点 で 調 査 を 行 っ た パ ネ ル デ ー タ を 使 用 し た 。目 的 変 数 は 3
年 間 の 残 存 歯 数 の 減 少 を 使 用 し 、 欠 損 の な い 者 を 解 析 に 用 い た
（ N = 5 1 , 4 3 1 ）。 説 明 変 数 は 、 個 人 の S C 指 標 に は ボ ラ ン テ ィ ア 、 ス
ポ ー ツ ク ラ ブ 、 趣 味 の 会 の 参 加 頻 度 、 地 域 に 対 す る 信 頼 、 互 酬 性 、
愛 着 と し た 。 小 地 域 ご と に 、 個 人 の S C の 平 均 値 を 算 出 し 、 因 子 分
析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 か ら 地 域 の S C は 、 社 会 参 加 頻 度 を 基 に し た
構 造 的 S C と 居 住 地 域 に お け る 信 頼 、 互 酬 性 、 愛 着 を 基 に し た 認 知
的 S C と い う 2 因 子 を 算 出 し 、そ れ ら の 因 子 の 因 子 得 点 を 地 域 の S C
と し て 使 用 し た 。 調 整 変 数 は 性 、 年 齢 、 学 歴 、 2 0 1 0 年 度 調 査 の 所
得 、 都 市 度 、 地 域 の 歯 科 医 師 数 、 歯 の 本 数 と し た 。  
 結 果 ： 回 答 者 の 平 均 年 齢 は 7 3 . 1 歳 で 2 0 1 0 年 度 調 査 か ら 2 0 1 3 年
度 調 査 に か け て 、 歯 を 喪 失 し た 者 は 8 . 2 ％ （ N = 4 , 1 9 2 ） で あ っ た 。
個 人 の S C が 高 い 者 、 構 造 的 S C が 高 い 地 域 は 、 良 好 な 口 腔 の 状 態
で あ る こ と が わ か っ た 。 趣 味 の 会 へ の 参 加 頻 度 が 週 一 回 未 満 の 者
に 対 し て 、週 一 回 以 上 の 者 は 0 . 8 9 倍（ 9 5 ％ C I： 0 . 8 1 - 0 . 9 8 ）（ p = 0 . 0 1 8 ）
歯 を 喪 失 す る 者 が 少 な い こ と と 有 意 に 関 連 し て い た 。 地 域 の S C に
つ い て は 構 造 的 S C の 得 点 が 低 い 地 域 に 対 し て 高 い 地 域 で は 0 . 9 1
倍 （ 9 5 ％ C I ： 0 . 8 5 - 0 . 9 7 ）（ p ＝ 0 . 0 0 7 ） 歯 を 喪 失 す る 者 が 少 な い こ
と と 有 意 に 関 連 し て い た 。  
 結 論 ： 大 規 模 前 向 き コ ホ ー ト 研 究 を 行 い 、 個 人 の S C 、 小 学 校 区
な ど の 小 地 域 ご と の 地 域 の S C と 口 腔 健 康 の 変 化 に つ い て 検 証 し 、
個 人 の S C を 調 整 し た 上 で も 、 地 域 の S C の 構 造 的 S C は 残 存 歯 数 の
減 少 者 が 少 な い こ と に 有 意 に 関 連 し て い た 。 個 人 レ ベ ル S C の 趣 味
の 会 へ の 社 会 参 加 群 は 歯 を 喪 失 す る 者 が 少 な い こ と が わ か っ た 。  
 
 
